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1

武
臣
の
生
涯

明
末
清
初
へ
の
入
口
と
し
て

・
明
末
清
初
は
、
波
乱
に
富
ん
だ
王
朝
交
代
の

歴
史
と
と
も
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る
文
人
や
山
人

の
輩
出
し
た
時
代
と
し
て
も
我
々
の
関
心
を
引

き
付
け
る
。
そ
う
し
た
時
代
の
相
貌
に
近
づ
く

た
め
に
は
、
あ
る
特
定
の
個
人
が
た
ど
っ
た
人

生
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
が
有
効
か
も
し
れ
な
い
。

　
試
み
に
『
中
国
歴
代
年
譜
総
録
』
（
書
目
文
献

中
里
見
敬

出
版
社
、
一
九
八
○
・
十
一
）
を
ひ
も
と
い
て

み
る
と
、
多
く
の
人
物
の
年
譜
が
編
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
中
国
に
は
墓
誌

銘
や
行
状
な
ど
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
年

譜
は
そ
れ
ら
伝
記
資
料
を
基
に
し
て
、
事
跡
と

作
品
制
作
時
期
、
さ
ら
に
家
系
や
交
遊
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

漏
其
庸
・
葉
君
遠
著

呉
梅
村
年
譜

江
蘇
古
籍
出
版
社
［
予
価
二
四
〇
〇
円
］

．
さ
て
呉
偉
業
に
つ
い
て
は
、
康
煕
十
二
年
の

顧
泥
「
呉
梅
村
先
生
行
状
」
、
康
煕
四
十
五
年
忌

陳
廷
敬
「
呉
梅
村
先
生
墓
表
」
が
伝
記
を
記
し

て
い
る
。
年
譜
に
は
道
光
年
間
に
顧
師
試
の

「
呉
梅
村
年
譜
」
が
あ
り
、
．
ま
た
新
た
に
発
見
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刊
行
さ
れ
た
『
梅
村
家
蔵
稿
』
を
取
り
入
れ
て
、

一
九
二
八
年
に
は
鈴
木
虎
雄
の
「
呉
梅
村
年
譜
」

が
編
ま
れ
て
い
る
（
馬
導
源
「
呉
梅
村
年
譜
」

は
鈴
木
譜
を
襲
っ
た
も
の
）
。

　
新
刊
の
凋
霊
智
・
葉
君
遠
著
『
呉
梅
村
年
譜
』

（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
・
五
）
は
、
上

の
二
譜
の
誤
η
を
正
す
と
と
も
に
、
内
容
を
大

幅
に
豊
富
に
し
た
も
の
で
、
呉
偉
業
の
研
究
者

は
も
と
よ
り
、
明
末
清
初
に
関
心
を
寄
せ
る
多

く
の
人
の
参
考
に
値
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
年
譜
五
四
七
頁
、
付
録
を
加
え
て
全
六
一

八
頁
に
及
ぶ
本
書
は
、
呉
偉
業
の
全
作
品
と
関

連
資
料
の
綿
密
な
検
討
の
結
果
で
あ
り
、
譜
注

お
よ
び
著
者
の
按
語
に
お
い
て
根
拠
が
一
つ
一

つ
示
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
比
較
的
簡
略
な
年

譜
と
の
違
い
は
、
ま
さ
に
こ
の
譜
注
と
魚
偏
の

詳
し
さ
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
呉
偉
業
の
事
跡

と
諸
作
品
の
創
作
時
期
が
確
定
さ
れ
、
当
時
の

背
景
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
な

作
品
考
察
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
ま
た
呉
偉
業
は
生
前
か
ら
声
望
の
高
か

っ
た
高
級
文
入
で
あ
り
、
そ
の
交
遊
は
き
わ
め

て
広
い
。
宰
相
周
延
儒
、
復
社
の
創
始
者
張
薄
、

幾
社
の
陳
子
龍
・
夏
允
弊
か
ら
、
説
書
の
柳
敬

亭
、
名
妓
†
玉
京
ま
で
、
年
譜
に
示
さ
れ
た
交

遊
関
係
を
手
繰
る
と
、
ほ
ぼ
こ
の
時
代
の
著
名

入
物
を
網
羅
し
た
か
の
感
さ
え
あ
る
。
こ
う
し

た
利
用
を
可
能
に
す
る
の
が
、
巻
末
に
付
録
さ

れ
た
「
本
譜
人
名
索
引
」
で
あ
り
、
本
書
の
使

用
価
値
を
一
層
高
め
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
中
国
留
学
中
の
評
者
は
、

本
書
の
著
者
葉
叢
遠
雷
に
直
接
教
え
を
請
い
、

年
譜
作
成
の
意
図
を
三
点
に
わ
た
っ
て
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
凋
其
整
商
が
序
に
書
か
れ
た
こ

と
と
重
複
す
る
点
も
あ
る
が
、
例
を
ま
じ
え
て

紹
介
す
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
呉
偉
業
の
足
跡
に
は
こ
れ
ま

で
不
明
な
点
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
し
て
、
嘉
禎
末
期
の

三
年
間
に
つ
い
て
、
崇
禎
十
四
年
七
月
ま
で
に

南
京
国
子
監
民
業
を
辞
し
た
の
を
最
後
に
、
同

年
左
中
允
、
同
十
五
年
左
賢
徳
兼
侍
講
、
同
十

六
年
左
庶
子
に
任
命
さ
れ
な
が
ら
、
い
ず
れ
も

赴
任
し
な
か
っ
た
事
実
を
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
。
崇
禎
・
弘
光
・
順
治
と
政
権
王
朝
が
変
わ

る
中
で
、
喜
入
の
節
操
が
問
題
に
さ
れ
る
以
上
、

そ
の
足
跡
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
の
あ
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
氏
は
す
で
に
、
　
「
呉
偉
業

生
平
考
辮
」
（
銭
仲
聯
碁
編
『
明
清
詩
文
研
究
資

料
集
第
二
輯
』
上
海
倉
男
出
版
社
、
一
九
八
六
・

十
）
に
お
い
て
、
弘
光
朝
之
行
雪
意
・
仕
清
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

な
ど
四
点
に
つ
い
て
の
考
証
を
発
表
し
て
お
り

参
考
に
な
る
。

　
第
二
に
、
作
品
制
作
時
期
が
確
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
作
品
解
釈
に
有
利
な
条
件
が
整
っ
．

た
と
い
う
。
例
え
ば
、
　
「
石
園
曲
」
で
呉
三
桂

を
鋭
く
風
刺
し
た
の
に
対
し
て
、
『
繧
竃
奪
略
』

で
は
批
判
が
弱
ま
っ
て
い
る
の
は
、
呉
偉
業
自

身
の
予
言
を
境
に
し
て
後
の
順
治
十
五
年
に
同

書
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
る
変
化
と
し
て
説
明

が
つ
く
。
以
上
の
二
点
を
具
体
的
な
作
品
解
釈

に
応
用
し
た
論
文
と
し
て
、
葉
民
の
「
呉
梅
村

鴛
湖
薦
垂
析
」
（
『
蘇
州
大
学
学
報
』
一
九
八
八

年
第
三
期
）
が
あ
り
、
作
品
成
立
時
期
の
論
証

に
基
づ
い
た
緻
密
な
考
察
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
は
、
新
中
国
成
立
以
後
顧
み
ら
れ
る

こ
と
の
少
な
か
っ
た
呉
偉
業
に
正
当
な
文
学
史

的
位
置
づ
け
を
図
り
た
い
と
の
意
図
が
あ
っ
た

と
い
う
。
戴
臣
と
い
う
点
が
嫌
わ
れ
て
、
解
放
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後
文
革
終
結
ま
で
の
間
に
発
表
さ
れ
た
呉
偉
業

関
係
の
論
文
は
十
指
に
満
た
な
か
っ
た
と
い
う
。

段
玉
裁
の
娘
を
母
と
す
る
襲
自
珍
が
幼
時
に
母

か
ら
呉
詩
を
聞
き
覚
え
た
こ
と
や
（
襲
自
重

「
三
別
号
詩
、
有
繋
」
）
、
罪
質
庸
氏
が
序
文
で

回
想
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
事
か
ら
民

国
ま
で
は
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
呉
詩
を
読
も
う
と
す

る
者
に
と
っ
て
必
携
で
あ
る
と
同
時
に
、
呉
梅

村
研
究
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
た

だ
葉
氏
は
本
書
の
脱
稿
（
一
九
八
五
年
）
後
に

発
表
し
た
「
呉
梅
村
鴛
難
曲
辮
析
」
に
お
い
て
、

「
鴛
湖
曲
」
の
成
立
を
順
治
六
年
か
ら
九
年
へ

改
め
て
い
る
。
利
用
者
側
に
も
本
書
に
豊
富
に

引
用
さ
れ
た
材
料
を
再
吟
味
す
る
余
地
は
あ
る

だ
ろ
う
。

　
本
書
の
出
版
と
ほ
ぼ
期
を
同
じ
く
し
て
、
宣

統
三
年
事
事
諦
券
室
刻
『
梅
村
家
蔵
稿
』
を
底

本
と
し
、
戯
曲
三
種
を
加
え
た
『
呉
梅
村
全
集
脹

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
・
十
二
）
が
、

李
学
穎
集
評
標
校
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ

れ
に
は
顧
確
執
に
よ
る
年
譜
が
付
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
『
呉
梅
村
年
譜
』
と
同
様
に
秩
作
が

輯
収
さ
れ
て
お
り
、
相
互
に
補
い
な
が
ら
利
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
　
　
（
東
北
大
学
大
学
院
）

・
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